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第
三
師
に
李
蜑
重
論
じ
ろ
。

歌
続
短
歌
卜
李
窒
小
記
Ｉ

私
続
短
歌
卜
李
窒
小
記
Ｉ
環
田
寒
雄
人
文
論
誇
（
京
都
草
子
大
学
）
七
号
一
丸
六
一
一
年
十
一
月

妄
学
宍
溝
園
閤
等
編
北
宗
人
民
文
学
出
版
社
一
垂
ハ
ニ
ヰ
ー
貝
互
、
毒
皿
編
、
第
至
早
・
澆
皿
諏

郵
仙
人
許
漠
歌
Ｉ
李
害
川
託
１
檮
田
憲
雄
人
文
論
叢
八
号
一
九
江
一
一
年
九
月
十
五
日

六
詩
注
中
国
文
学
名
言
諒
六
票
津
上
冊
台
北
世
界
蕾
局
一
九
六
回
年
二
月
閉
の
三
家
評
淫
李
長
吉
歌
詩

・
曽
盃
注
の
李
騨
話
解
四
巻
目
鐸
一
壱
壷
加
え
辰
も
の
。

一
月
崇
辞
ｌ
李
菖
小
部
’
第
田
憲
椛
・
方
向
一
○
号
一
丸
六
皿
年
造
月

承
票
Ｉ
中
国
詩
廷
！
濤
田
毒
雄
訳
方
向
社
一
九
六
皿
年
九
月
二
十
三
日
油
即
本
李
雲
詩
五
三
首
。

あ
二
と
三
沢
玲
扇
大
安
一
○
一
号
大
要
文
代
貿
易
Ｋ
Ｋ
一
九
六
四
年
皿
月

ま-正いす一・、-．割へ互串子巾琴固フ-す額１．ｎ-

ｍｏＥ妻二・弐判○由シ、目-い三のや←

童、票三ｍ更詞三二印急コ電一コ○一α貞一ｎ鋤）空の・守俺訂３野電づ炉。廐厚」．｜；呪．

芝
け
何
か
竹
内
達
映
像
芸
術
一
九
六
五
年
五
月

示
与
済
悪
：
會
塙
失
壽
写
詩
人
生
活
陳
穎
清
華
苧
報
一
丸
六
五
年
上
月

為
客
け
参
畜
産
吉
伝
草
森
紳
一
現
代
詩
手
帖
一
九
六
五
年
九
月
こ
打
は
一
九
七
四
年
現
在
な
お
連
裁

い
て
い
ろ
§
折
々
に
小
題
が
つ
け
ら
細
了
い
ろ
が
-
こ
こ
て
ば
草
森
評
伝
と
覇
称
し
た
い
．
今
の
と
ご
弓
、
日

少
年
に
李
賀
を
鼓
噸
す
る
功
に
お
い
丁
、
草
森
評
伝
圃
茱
卉
鱈
の
李
賀
（
本
目
録
恥
）
と
一
・
一
菫
争
う
。
杓

李
雪
研
究
の
蕉
行
部
鐡
が
五
十
冊
垂
こ
、
え
庇
の
は
．
た
ぶ
ん
両
氏
の
功
の
余
毒
で
あ
ろ
う
。

鄙
評
伝
目
一
九
六
五
年
十
月

一

櫛
規
矩
也
大
安

月年鐡すＩ ア
歴
突
事
典
の
項
目
平
凡
社
一
九
六
一
一
年
皿
月

院
文
学
研
究
所
中
国
文
学
凌
絹
写
組
北
京
人
員
支
学
出
版
社

ー

÷

、

一
九
六
六
年
二
月

ー

侭、二

一
九
六
二
年
七
月
毒

リ
～
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i24ml22121120１̅- 収
杳
填
（
歌
篤
）
岸
田
鞠

に
触
発
ざ
打
灰
作
品
群
が
あ

ほ
ほ
と
ん
ど
震
交
渉
だ
が
、

蛎
毫
森
評
伝
㈲
一
九
・
六
六

Ⅷ
同
㈹
一
九
六
六
年
皿
月

切
同
㈹
一
六
六
六
年
五
月

雌
同
伽
一
九
六
六
年
六
月

昭
周
一
も
一
九
六
六
年
七

Ｗ
同
三
一
丸
六
六
年
ハ

ー

川
周
一
二
一
九
六
六
年
九

Ｉ

岫
周
一
三
一
九
六
六
年
十

麺
昼
げ
一
江
蚕
釡
十

脳
傍
伽
Ｉ
李
篝
小
弐
Ｉ
寮

順
ナ
ン
セ
ン
．
ス
の
錬
雪
隼

森
『
ナ
ン
セ
、
一
ズ
の
錬
豐
』

叩
通
俗
の
攻
重
重
森
坤
一

Ｗ
彙
種
樹
Ｉ
李
震
小
記
Ｉ

畑
室
町
時
術
の
李
鏡
菫
森

Ⅷ
李
巽
（
薄
詩
大
察
唱
）

同
〔
河
一
九
六
六
罫
十
一
月

構
伽
Ｉ
李
篝
小
弐
Ｉ
寮
詔
霞
雄
人
文
諭
蒙
一
九
六
六
年
十
二
月

ナ
ン
セ
ン
．
ス
の
錬
雪
隼
誘
紳
一
陣
上
洋
介
澪
画
崇
『
ナ
ン
セ
ン
ス
畏
』
財
収
思
翻
社
一
九
六
六
年
か
弓
景

『十，一セ、一ズの錬豐』晶-又註・一九七一に採録

通
俗
の
攻
重
重
蘇
坤
一
現
術
詩
手
帖
一
九
六
菫
壬
一
月
『
ナ
ン
セ
・
一
ス
の
練
習
』
に
採
録

彙
種
樹
Ｉ
李
震
小
記
Ｉ
崇
田
憲
雄
方
向
三
二
号
一
九
六
七
年
三
月
一
日

室
町
時
術
の
李
鏡
菫
森
騨
一
焦
限
一
九
六
七
年
舂
季
号

李
騨
（
湧
詩
大
黎
唱
）
斎
巖
胴
集
芙
社
一
九
六
七
年
九
月

斎
藤
先
生
の
李
長
吉
の
訳
注
が
出
ろ
と
聞
い
て
石
田
幹
之
助
蕊
詩
大
察
Ｂ
月
報

患
い
出
浅
野
晃
濤
詩
大
宗
Ｂ
月
綴

色
．
王
権
印
千
百
五
十
年
票
田
薑
雄

三
谷
崇
秀
野
堂
本
拾
経
様
頴
識
図

樗
小
燐
Ｉ
李
雲
小
記
Ｉ
票
田
毒
雄

一
九
六
六
年
七
月

一
丸
六
六
年
八
月

一
九
六
六
年
壼
尺九

一
九
六
六
年
十
月

一：手徴》 田
典
子

がある。

が
・
こ
め

●六一ハーヰ三
〆

喜
望
峰
社
一
九
六
六
年
三
月
一
日
集
中
に
『
皿
琴
禁
辞
」
「
錐
」
な
ど
李
寶
詩

吉
井
莞
の
短
歌
仮
威
載
回
李
昊
吉
の
乙
が
出
て
く
る
琴
了
楓
け
賀
の
個
々
の
昨
品
と

軍
究
め
作
ぼ
￥
二
便
崇
臺
汲
ん
で
い
ろ
←

月
～

漢
詩
大
祭
Ｂ
月
報

図
薑
学
季
刊
書
目
琴
刊
二
零
一
一
壱
前
載
一
丸
六
亡
年
冬

人
文
論
議
一
五
言
一
九
六
上
年
十
二
月

=

一
口
．
｛
」

二ゞ=

阜恐，
-

号…
曾

←

、
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彙
薪
Ｉ
李
鬘
小
記
Ｉ
景
田
毒
雄

李
琶
詩
引
得
丈
文
博
中
文
研

。
呉
零
“
一
辻
。
。
匡
碆
宙
躬
信
二

年
皿
月
十
八
日
日
本
人
の
言
い
涙

李
長
吉
歌
詩
校
釈
陳
弘
治
嘉

眺
文
宴
昌
谷
詩
註
糾
謬
票
妻
炳

杜
序
Ｉ
李
窒
川
罰
１
票
田
富
雄

菫
森
評
伝
Ⅱ
・
１
現
代
詩
手

同
Ⅱ
．
Ｚ
一
九
上
○
年
二
月

周
正
・
〃
“
一
九
七
○
年
三
月

室
塔
Ｉ
岑
参
伝
論
Ｉ
凛
田
富
雄

菫
森
評
伍
ｎ
．
４
一
九
七
○

同
Ⅱ
←
５
一
九
上
○
年
五
月

目
Ⅱ
・
６
一
丸
上
○
年
六
月

へ

L 一

Ｉ
李
賀
小
記
ｌ
濤
田
憲
雄
人
文
論
婁
一
八
号
一
九
亡
○
琴
六
月

調
金
列
本
李
雷
款
詩
編
鄭
簔
書
目
季
刊
凹
遂
皿
期
一
九
七
○
年
重
二
ｈ
に
う
ぃ
了
同
人
雑
弐

伝
工
・
１
一
九
七
○

・
８
-
九
七
○
年
八
月

歌
集
）
岸
田
典
子
一
九

伝
Ⅱ
・
３
一
九
七
○

Ⅲ
一
丸
七
○
年
十
月

．
Ⅷ
一
九
七
○
王
十
一

周
誠
真
文
星
叢
列
二

一 ,

歪凛
田
富
雄
花
園

一
九
七
○
年
皿
月

田
毒
雄
人
文
論
議
一
六
号
一
九
六
八
年
十
一
一
月
十
日

中
文
研
汽
資
料
中
脳
研
究
毒
料
叢
雪
弄
４
号
一
九
六
河
年
一
月
成
女
出
版
社

恥
喧
工
ｏ
（
李
雲
の
生
涯
と
謁
想
）
工
藤
盲
太
郎
早
稲
田
大
学
出
廠
部
一
八
六
尺

言
い
涙
萸
文
の
李
弩
評
伝
は
、
た
ぷ
ん
二
抓
が
最
初
だ
ろ
う
。

冶
嘉
敦
氷
泥
公
司
文
化
墓
金
会
研
究
論
文
毒
二
三
種
一
九
六
九
年
八
月

票
妻
炳
淡
江
学
報
八
号
一
九
六
汎
年
十
一
月

田
富
雄
人
文
論
議
一
上
号
一
六
六
九
年
十
一
月
二
十
五
日

代
詩
手
帖
一
八
上
○
年
一
月

一

壷

八 月 上
○
年
九
月
一
日

年
九
月

笄
七
月

花
園
大
学
研
究
紀
雲
創
刊
号
一
九
七
○
年
三
月
三
十
一
日

-

杳
滝
津
文
蕊
雪
星
刊
一
九
七
一
年
一
月

一

白
日
社

竿雇
虹 一

5６
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剛
菫
孫
評
伝
江
・
児
一
九
七
言
窒
一
月

143I5415]152 151150一
″ 剛

李
窪
一
釧
究
三
号
一
九
一
二
α
霊

雲
世
宗
表
週
凰
舞
阿
藝
←
境

鵬
同
叫
毫
一
九
七
一
年
に
汽
五

同
好
狼
疾
記
遁
逼
去
の
二
連

恥
毛
沢
束
と
李
蜑
菫
撚
紳
一
朝

二
五
）
に
收
録
．

卿
草
森
評
伝
ニ
ー
・
胎
一
バ
セ
ー

剛
同
一
Ⅱ
一
・
〃
一
六
亡
二
手
疋
月

剛
塞
“
第
砺
究
五
弩
一
バ
ヒ
一
年

李
勇
研
究
創
刊
号
崇
田
憲
雄
一
九
上
一
年
一
月
-
工
-
九
日
『
李
雷
研
究
』
に
つ
い
可
苧
環
葉
の
請
本
と

注
釈
そ
の
他
琴
駕
笥
引
得
（
畜
評
）
宍
雪
汀
注
李
展
吉
詩
李
晨
吉
『
李
長
吉
』
周
辺

・壼忍悪妻。ｓ銀箪蓬諭巽鑿一窯零野砲電牌雲罫惑

が
-
持
っ
て
い
る
人
、
ち
よ
い
ぢ
』
←
い
い
弓
よ
う
で
高
ろ
。
な
お
周
氏
に
よ
洞
ぱ
下
記
の
請
書
は
李
篝
文
献
ら
し
い
。

泰
蕊
二
女
惹
雇
理
学
』
杢
港
、
余
光
中
言
雰
牙
塔
到
色
王
權
』
沓
港
、
額
佃
３
叺
躬
の
。
三
厘
分
、
雪
空
。
一
。
噂
恥
書
写

薙
辞

正誤華
豐
砺
究
五
弩
一
バ
ヒ
一
年
九
月
十
五
日
蜜
の
太
宗
雑
籠
差
素

吉
の
圭
淫
」
水
田
調
兵
衛
・
禰
這
読
官
板
李
畏
言
歌
詩
の
重
本
辱
墜

周
五
・
門
一
九
七
一
-
雲
一
一
月
（
？
）

李
巽
研
究
二
号
一
六
上
一
年
三
月
、
一

辞
阿
謹
票
下
篇
沈
票
等
班
昌
誉
坐

菫
森
評
伝
Ⅱ
-
脚
？

同

I [、

、
ｒ
■
「
』
、
ｆ
０
０

８

７

０

”

ロ

二
号
一
六
上
一
年
三
月
六
己

票
下
篇
沈
票
尋
班
富
谷
詩

蕊
一

一 セ
ー
霊
五
月
六
日
琴
諏
通
（
ト
ー
『
孝
侯
吉
』
閏
辺
二
二
宮
牙
大
和
新
壱

』
境
琴
雷
と
享
墨
睦
紀
夫
阿
雲
・
又
読
毒
人
弁
芦
韻
索
漠
刻
削
暴
露
正
誤

に
筒
五
日
和
訓
李
戻
吉
詩
祭
李
詞
一
通
こ
こ
『
李
俣
吉
』
周
辺
（
皿
）
詩
林
恵
弐

の
二
連
賓
光
永
田
調
巽
衛
浦
鍾
昊
鈎
正
誤

一
朝
日
シ
ャ
ー
ナ
ル
’
九
に
一
年
上
月
一
一
十
三
日
『
狼
籍
露
』
（
一
九
七
三
・
一

琴
八
月

講読ですⅡ．仰蓮あ石が誤植であｚ／、フ。

も

三
長
吉
『
琴
長
壹
』
閏
辺
ａ
二
李
長
言
註
這
外
紀

評
注
家
爵
堕
戸
棚
綴
伝
」
「
三
侯
舌
』
付
託
創
刊
弩

四

一

や

午

一

＝ j

鋤
一 ・ 跨

躍
誰
款
澆
情
鉱
稲
田
尹
「
李
長

雑
託
肥
付
記
壱
太
宗
浦
壷
二
○

-
４
宛
一

、

李
窒
評

一季二軍つ

|O-OSS 6５８

戸



斗 一

一

川
名
人
仁
な
フ
灰
完
方
李
濤
牽
森

佃
草
蘇
評
伝
Ｉ
・
冊
一
九
七
一

収
同
Ⅱ
門
一
丸
七
一
年
十
一

叩
李
專
研
夷
六
三
一
九
亡
一
年

中
惠
子
王
（
二
維
裳
函
条
雷

剛
ナ
ン
セ
ン
ス
の
療
書
菫
森
紳
一

噸
草
森
評
広
互
・
皿
一
江
七
二

噸
周
Ｋ
・
別
一
九
七
三
主
一
月

が
刊
行
ざ
獄
だ
。
富
捲
李
畜
へ
の
害

蠅
局
Ⅱ
・
配
一
丸
七
三
ヰ
皿
月

収
同
Ⅲ
．
ｎ
一
九
七
一
三
五
月

珊
周
江
・
訓
一
九
七
二
年
７
月

咽
李
雲
研
究
七
号
一
九
七
三
ヰ

李
巽
（
三
久
係
天
霞
、
斎
藤
鯛
零

蒼
濤
枚
「
「
苑
愛
濤
」
己
生
祷

秀
旅
酒
帰
愁
肺
固
執
廿
ろ
流
動

Ⅷ
李
舅
と
そ
の
詩
川
合
崇
三
中

、
金
岡
照
光
書
『
義
燵
の
文
学
』
（

、
草
森
評
伝
正
・
ろ
一
九
ヒ
ニ

順
李
賀
詩
蕊
（
カ
ラ
ー
版
中
園
の
詩

剛
草
森
評
伝
Ｉ
・
恥
一
九
七
三

燗
同
Ⅱ
．
〃
一
九
七
三
年
四
月

だ
が
、
本
屋
仮
行
っ
た
と
き
に
は
完

世
躯
の
李
拳
ご
）
お
ね
り
と
ほ
じ
め
（
呈
鍾
雪
、
宗
鏡
花
、
-
原
良
子
清
白
、

老
人
に
な
フ
た
夷
方
李
窒
軍
森
紳
一
歴
史
読
本
一
九
亡
一
年
一
○
月

筆
蘇
評
伝
Ｉ
・
冊
一
丸
七
一
年
半
月

枚
「
「
苑
愛
濤
」
己
生
祷
己
養
元

酒
帰
愁
肺
固
執
せ
畜
派
勃
鄭
板
檎

と
そ
の
詩
川
合
崇
三
中
国
文
学
讓

照
光
書
『
義
燵
の
文
学
』
（
書
評
）

評
伝
正
・
ろ
一
九
ヒ
ニ
年
十
一
月

詩
蕊
（
カ
ラ
ー
版
中
園
の
詩
焦
ら
）

評
伝
Ｉ
・
恥
一
九
七
三
年
三
月

Ⅱ
．
〃
一
九
七
三
年
四
月
四
月
以

本
屋
仮
行
っ
た
と
き
に
は
売
り
切
楓
-

今
三菫

森
紳
一
異
文
社

一江七二筵-年一月

九
七
二
罫
七
月
一
一
十
三
日
吉
都
城
菫
子
蓋
走
馬
引
中
畠
壬
土
二
二
一
一
○
世
錠
の

斎
藤
鯛
零
の
一
）
、
蕊
雪
林
．
雑
叢
三
条
李
窒
遙
句
人
肩
廻
風
篝
-
続
小
王
曉
蒼

己
生
祷
蔓
震
元
好
闇
君
ク
エ
ン
・
タ
イ
・
ピ
ン
滝
壌
銀
雨
亭
瞳
筆
冑
勁
神

九
亡
一
年
十
一
月
二
十
七
日

函
条
雷
読
舅
男
子
二
○

菫
課
紳
一
異
文
社
一
元
七

一菱二月この月色一十盟日に草森紳一『日本十ンセ、一ス圃走ｌ褐毒⑦暴迂Ｉ』

雷
へ
の
書
風
が
漆
い
の
で
温
げ
な
い
か
、
一
種
の
李
環
文
献
と
い
う
く
ぎ
か
も
し
門
阿
。

Ｉ

月

後
も
龍
黒
薊
が
断
続
し
つ
つ
進
行
Ｌ
了
い
ろ
一
之
を
広
書
辰
と
で
知
る
の

１

あ
る
と
き
に
何
草
森
評
伝
の
承
い
号
充
弱
壱
八
と
い
う
尺
調
子
で
入
手

一
三
一
冊
一
八
七
二
年
十
月

入
天
鋳
高
中
園
文
学
報
一
三
冊

（
隼
森
純
一
『
建
食
病
謹
低
の
豪
い
丹
』
昭
文
社
・

比
苗
關
一
成
訳
一
九
七
一
三
十
一
且
一
十
五
日

正芋詠
巳
伊
〈 独

吟
聯
句
昌
谷
詩
（
二
一
石
世
綻
の
李
鍔
（
一
二
害
廼

世
紀
の
李
雪
（
三
書
画
付
記
正
誤

一
年
十
一
月
三
○
日 《一一も

田
北
湖
正
誤

罵
握
緒
票
』
に
噸
舜ｐ月刊）
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130179173

祷
託
ご
重
ゞ
詞
・
息

八月十三日、主焦・淳這式か号令ｚｉ一・

蚕
い
た
た
い
て
い
ろ
？
あ
つ
く
感
謝
す
る
。

175Ｌ陛牌酬皇糾践弾澪知陶雲尾篭蕊膳凱詳壹溌窯鰻華潔

｜のかもし汎す、皀録一難Ｆあびうていろ②かもし楓ないが、気がワか万かつ八。旬つく〃義人庭うえでま

庵
窯
介
し
展
い
。
梯
生
お
￥
ろ
べ
Ｌ
と
Ｉ
う
ご
と
は
量
近
ご
臺
乞
に
実
感
し
、
￥
打
が
日
々
の
祭
し
み
て
あ
る
。

一ｏＣや１》ン壬園標とし辰が-《六○べＩジ了本号を開じざろ逢得竃い、読者各位の舅簿重乞、フ。

177I81
一

科
一
瓦
上
三
年

李
菫
餅
究
八

弩
．
評
菱
曲
歌

蒋
邉
・
白
玉
楼

景
鴬
小
林
太
市
郎

狼
霜
蒙
革
森

杜
威
（
中
国
詩

李
馨
斫
究
九

受
置
と
李
鋒
小
伝

李
騨
『
泰
王
欲

一
六
七
四
笠
十
月

１で・雪雇い。

遥
涛
与
梼
伽
Ｉ
李
簿
論
ｉ
揚
鍾
墓
博
士
課
暹
俄
克

李琴文献目録は這漏が多いことで濁弓弓狩気ブ表⑦方は、どうか高裁王．

●

一●

』

八
毫
一
元
三
二
年
八
月

情
調
の
這
老
巻
明
言

二
十
世
錠
⑦
李
篶
（
四

郎
博
士
書
顛
緋
芸
循
⑦

森
紳
一
一
九
上
三
年
十

詩
文
蹉
・
時
）
荒
井
健

九
号
一
九
上
皿
年
三
月

伝
梼
伽
経
メ
モ
正
謡

飲
酒
』
芝
め
ぐ
う
了
Ｉ
学

主
焦
淳
這
式
か
号
令
ｚ
，
五
冨
阿
也
切
寄
付
迄
い
た
だ
い
た
。

ひ

-野”
弓：一

二兵‘｡､参一一
一 一

一

一『ゞ
壱・・元．』ども

月
二
十
五
已

君
繼
雪
幌

四
）
王
社
錫

⑦
理
解
の
た

十
二
月
五
日

建
擬
華
書

李
浸
吉
体
と
社
詩
Ｉ
森
瀬
寿
三
八
宍
教
授
小
川
教
授
逼
休
試
念
論
文
票

一
ヘ
ユ
ロ
ー
」
凸
・
一沢

華
書
房
一
九
七
四
年
一

猫
吟
驍
句
三
谷
詩
（
三

備
記

̅

醤
吟
鋳
司
昌
谷
詩
（
二
）
銅
鼓
「
金
刊
本
」
陸
琳
の
李

毒
酒
堂
吏
雪
汀
注
李
長
吉
詩
続
孟
郊
・
言
疵
宇
号
高

中
雪
子
玉
（
三
雑
崇
四
条
李
篇
文
献
目
録
稿
へ
一
）

価
に
正
誤

読一又妻
盲
路
組
皿
十
七

ＬｂＤＩ１-１且４己 月
二
十
五
日

世
尊
と
夜
叉
王
Ｉ
携
伽
舞
誰
式
Ｉ
菩
提
流

そ
の
行
か
．
多
く
々
か
．
勺
彗
-
図

堕

籍

認

雪

ﾐ急
茸
富
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
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